
Aichi University Lingua12� 2022年 7 月

へ。すでに暗くなっていましたが、夜空にそび
える上海のシンボル、東方明珠電視塔はライト
アップされて美しく輝いていました。2005年12
月、かのユーミンこと松任谷由実さんが紅白歌
合戦の時にライブで歌ったそのあたりです（と
書いても若い皆さんはご存じないかも知れませ
んね。すみません）。
　翌日は朝早く起きてタクシーで上海駅へ。蘇
州行きの高速鉄道に乗車。日本の新幹線のよう
な感じで、わずか30分で蘇州駅に到着しまし
た。こだまで豊橋から浜松か三河安城に行くよ
うな感じでしょうか。以前、2000年に上海で同
じようなシンポジウムが開催された際にも蘇州
まで鉄道で行きましたが、その時はまだ日本の
ローカル線の特急か急行のような感じで、30分
というわけには行きませんでした。
　蘇州駅で地下鉄に乗り換え、いざ石湖を目ざ
します。私がはじめて蘇州を訪れたのは留学中
の1993年のこと。その頃はまだ蘇州に地下鉄な
どなく、上海ですら1号線が開通したばかりでし
た。それが2019年の時点ではすでに3路線が開
通し、4本目が工事中という状況でしたから、隔
世の感があります（現在、上海の地下鉄は18路
線、蘇州は5路線）。運賃は4元。途中で一度乗り
換えて、石湖のほとりの石湖莫舎駅に到着。そ
して湖畔をひたすら歩く、歩く、歩く……。こ
の日ほど歩いたのは本当に久しぶりです。幸い
お天気はよく、湖もよく整備されていて、美し
い風景を心ゆくまで楽しむことができました。
　湖畔の公園内にある范成大の祠（たぶんこの
辺りに別荘があったのでしょう）に参拝し、別
れを告げてから、今度は歩いて市街地を目指し
ます。しかしここで体力の限界が。やむなくタ
クシーを拾い、最寄りの地下鉄の駅まで行って
ほしいと頼んだところ、友聯という駅まで行っ
てくれました（今なら石湖北という駅がありま
すが、その頃はまだ工事中で利用できませんで
した）。運賃はうろ覚えですが確か16元。そこか
らまた地下鉄を乗り継いで蘇州の中心に戻り、

　去る2019年10月、中国上海の復旦大学で開催
された宋代文学の国際シンポジウムに参加し、
終了後、近くの蘇州を訪れました。もちろんコ
ロナで世界中が大騒ぎになる前のことです。少
なくとも現時点で、これが私にとって最後の海
外旅行となっています。今回はその時のことを
お話ししたいと思います。
　中部国際空港（セントレア）から飛行機に乗
り、上海の浦東国際空港に到着。ここからバス
で会場の復旦大学へ。久しぶりの浦東で、バス
乗り場をさがすのに一苦労しました。どうにか
バスを見つけて乗車。やや殺風景な上海の風景
を眺めながら邯鄲路に到着。復旦大学のキャン
パス近くのホテルにチェックイン。この時、蘇
州往復の高速鉄道のチケットを購入しました。
片道50元。
　翌日から開催されたシンポジウムの詳細は省
略します。この時私は、自分が研究している南
宋の范成大（はんせいだい）という詩人の本を
出版したことについて報告しました。范成大は
中国各地の地方長官を歴任した後、故郷の蘇州
に隠居し、郊外の石湖（せきこ）に別荘を構え、
悠々自適の晩年を過ごした人です。そこで久し
ぶりに蘇州を訪れ、石湖を見てみたいと思った
わけです。
　閉会式の後ホテルをチェックアウトし、タク
シーで福州路へ。あらかじめ予約してあった別
のホテルにチェックイン。部屋に落ち着いた
後、ぶらぶらとホテルの周辺を散策。豫園はあ
いにく整備中で見学できませんでしたが、土産
物屋が建ち並ぶ商店街は活気があり、大勢の人
でにぎわっていました。それから足任せに外灘
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察院場駅で下車。観前街をぶらぶらしてから蘇
州駅に戻りました。帰りはまた高速鉄道で上海
へ。ただ列車の到着が予定よりかなり遅れ、蘇
州駅で一時間ほど待たされました。この時ほど
日本の鉄道の正確さをありがたいと思ったこと
はありません。特に悪天候でもなく、どういう
事情があったのか、何の説明もありませんでし
た。上海駅に着き、地下鉄でホテルに戻った時
は、もう夜遅い時間になっていました。
　翌朝ホテルをチェックアウトし、福州路から
歩いて南京東路へ。ここから地下鉄で浦東国際
空港へ。そのまま乗って行っても空港に着けま
すが、時間の節約のため途中の龍陽路でリニア
モーターカー（中国語では磁浮列車、ツーフー
リエチャー）に乗り換えました。運賃は片道50
元。リニアは日本ではまだ構想の段階ですが、
中国ではすでに実用化されています。走行距離
はそれほど長くないものの、地下鉄なら30分は
かかるところを、わずか数分で移動できます。
風景はともかく、乗り心地は快適。浦東から飛
行機に乗り、無事セントレアに帰還しました。
　以上、私のささやかな旅行報告でした。たく
さん撮った写真のうち3枚しか紹介できないの
が残念です。早くコロナが収束し、また自由に
海外に行ける日が来ますように。

復旦大学近くのバス停

蘇州の地下鉄の車内

リニアモーターカーの駅（浦東空港側）


